令和3年度学校経営方針
１　児童の実態
本校児童は、きまりを守り素直でよく働く。また、困っている友達を進んで助けるなどの優しい面が見られる。一方で、ふだんは自分を出せるが、場面が変わると声が小さくなる、いつもの力が発揮できないといった面も見られる。
学習面では課題にまじめに取り組むが、学びに向かう力や思考力に個人差が大きく、学習上配慮を要する児童も複数いる。学力は全国平均かやや高い傾向にある。
2　経営理念
教育の目的は児童生徒の人格の完成にある（教育基本法第1条）。小学校においては、義務教育の基礎を施すことを目的とする（学校教育法第29条）。小学校は児童の人格の完成の基礎、すなわち「生きる力」の基礎を培う教育の場である。
本校では、人格の完成の基礎を培う子どもの姿を「よりよい自分になる」姿ととらえ、それを促進させる学校経営を
よりよい自分になる学校
の経営理念のもと行っていく。経営理念具現化の進捗状況を学校経営戦略会議で確認し、随時学校経営に反映させていく。
3　教育目標
人格の完成は知・徳・体の調和によって成り立つ。そこで、本校の教育目標を
元気な子　勉強する子　親切な子
とする。元気な子は体育の面、勉強する子は知育の面、親切な子は徳育の面の目標である。元気な子の実現のために体づくり部、勉強する子の実現のために頭づくり部、親切な子の実現のために心づくり部を指導部に置く。
4　目指す児童像
目指す児童像は児童の合言葉として定着している「いえなか」とする。
笑顔を絶やさず元気で、だれとでも仲良くでき、自分の考えを持ちながら授業に参加する、そのような姿が日常的に見られるよう教育実践を進めていく。
近年の異常気象や新型コロナウイルスの感染拡大、新設道路の拡大による交通量の増加など本校を取り巻く環境は変化している。この変化に対応できる「自助力」を高めていく姿が「えがお」の姿である。
ありのままの自分を認め互いに助け合っていくことは、生きていく上での基盤となる。挨拶や返事など、基本的な習慣を身に着け、弱い人の立場になって考えたり、友達と喜びあったりする姿が「なかよく」の姿である。
自分らしく学ぶためのタブレットの活用やプログラミング思考などが児童に求められる時代となった。基礎的・基本的な学習を踏まえ、自分らしさを生かしながら考えを深め、学びに向かう力を高めていく姿が「かんがえる」姿である。
この３つの児童の姿を具現化するためには、保護者や地域の方の協力を得ながら、教職員一人一人が知・徳・体を一体としてとらえ、創意を生かし児童を育てていくことが必要である。また、それは、中学校に進学してからも一貫して続くものである。教職員・保護者・地域の方の支援を得ながら、児童が日々の学校生活の中で、よりよい自分となっていく姿が「いつでも」の姿である。
5　本年度の重点
目指す児童像を実現するために、次の5つの重点項目を定め、本年度の学校経営を進めていく。
(１) 内発的動機づけを重視した学習指導の実践（主に頭づくり部が担当）
・「ひとりで」「友達と」「みんなで」学び、考えを深める児童の育成
・UD協力員の観察を参考に、自分の学びを振り返りながら自分らしく参加する授業実践の継続
・タブレットを活用し個別化を図った学習指導の実現とプログラミング教育の推進
・特別支援学級と通常の学級との連携の継続
・自主学習の促進と家読（うちどく）の推奨
(２) 基本的自尊感情を育てる児童指導・道徳教育の充実（主に心づくり部が担当）
・児童のよさを認め励まし伸ばす指導の継続
・児童がよりよく生きようとする姿を勇気づけ励ます道徳教育の充実
・「相手を見て伝わる声で自分から」の朝の挨拶、目上の方に敬語を使う、話す人を見て話を聞く、廊下での会釈など、当たり前のことができる指導の継続
・児童の相談ニーズを的確にとらえ、全教職員で対応する教育相談体制の確立
・いじめ問題、新型コロナ感染者への差別など、人権侵害を許さない人権教育の実施
(３) 自分を守る安全指導と自分を鍛える体力づくりの推進（主に体づくり部が担当）
・「たいいくのすがた」を活用した活動量ある体育授業の実施
・自然災害や交通事故、不審者から身を守る自助力を育てる防災安全教育の実施
・アナフィラキシーショックなどの重大事故を防ぐための危機管理体制の確立

・けが、熱中症、新型コロナ感染症などを予防する保健指導の継続
・短時間で効率よく校内美化を実現する清掃活動の実践

(４) 教職員の創意を生かした学校づくりの実現
・研究授業参観後の授業研究会の充実
・学年の発達段階や児童の実態に合わせた係活動や学級経営の推進
・本校の実践をわかりやすく伝えるホームページなどの発信の実現
・全教職員が支え合う校内支援体制の継続
・教育的意義と実践コストのバランスを意識した学校行事の実施と見直し
(５) 地域・保護者・都賀地区小中学校と共に歩む一貫教育の継続

・学校運営協議会委員と共に行う学校づくりの推進
・家中駐在所、PTA、栃木警察署スクールサポーターと連携した安全対策の継続
・民生委員児童委員や各自治会シニアクラブの方との交流、地域の方や保護者による朝の読み聞かせなど、地域の方との交流をとおして「ふるさと家中」のよさを味わわせる機会の実現
・地域の福祉施設や社会福祉協議会と連携した福祉教育の継続

・都賀地区学力向上推進研究指定を生かした学校間の連携の継続
い つでも　　（生きる力－　常に知・徳・体を高めようとする姿勢　）


え がお　　　（　 体　 －　健康安全と体力　「元気な子」　　）


な かよく　　（　 徳　 －　豊かな人間性　　「親切な子」　　）


か んがえる　（　 知　 －　確かな学力　　　「勉強する子」　）








